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道
州
制
導
入
の
議
論
が
活
発
に

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
道
州

制
と
は
何
か
。
今
年
、
地
方
制
度

調
査
会
・
道
州
制
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談

会
な
ど
は
、
十
年
後
ま
で
に
導
入

す
べ
き
と
答
申
。
そ
の
案
は

①
道
州
制
の
理
念
と
目
的

 

・�

中
央
集
権
型
国
家
か
ら
分
権

型
国
家
へ（
地
域
主
権
型
）

 

・�

繁
栄
の
拠
点
の
多
極
化
と
日

本
全
体
の
活
性
化

 

・�

効
率
的
・
効
果
的
行
政
と
責

任
あ
る
財
政
運
営

 

・�

国
家
戦
略
・
危
機
管
理
に
強
い

中
央
政
府
と
国
際
競
争
力
を
も

つ
自
立
し
た
道
州
政
府
の
創
設

（
日
本
の
再
生
）

②
道
州
制
の
区
割
り
案

　

各
調
査
会
が
出
し
て
い
る
案

を
、
福
井
県
を
中
心
に
見
る
と

Ａ
案

－

中
部
州（
全
国
十
道
州
）

　

福
井
・
石
川
・
富
山
・
岐
阜
・

長
野
・
三
重
・
愛
知
・
静
岡
の
八

県
、
人
口
は
約
二
千
万
人
、
予
想

州
都
は
名
古
屋
市
。

Ｂ
案

－

北
陸
州（
全
国
十
二
道
州
）

「
道
州
制
」
を
“
ど
う
修
正
”
　

福
井
・
石
川
・
富
山
の
三
県
、

人
口
は
約
三
百
万
人
、
予
想
州
都

は
金
沢
市
。

Ｃ
案

－

北
陸
州（
全
国
十
一
道
州
）

　

福
井
・
石
川
・
富
山
・
新
潟
の

四
県
、人
口
は
約
五
百
五
十
万
人
、

予
想
州
都
は
富
山
市
。

Ｄ
案

－

近
畿
州（
全
国
九
道
州
）

　

福
井
・
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
・

兵
庫
・
奈
良
・
和
歌
山
の
七
府
県
、

人
口
は
約
二
千
二
百
万
人
、
予
想

州
都
は
大
阪
市
。（
関
西
州
と
も
）

（
予
想
州
都
は
筆
者
の
推
定
）

　

こ
れ
ら
の
区
割
り
案
を
見
て
い

る
と
、
福
井
県
や
南
越
前
町
の
歴

史
的
な
行
政
区
割
り
の
変
遷
を
連

想
さ
せ
る
。
そ
の
歴
史
的
変
遷
は

◎
古
代
か
ら
江
戸
時
代

　

継
体
大
王
時
代
の
古
代
に
は

「
越コ
シ

の
国
」と
呼
ば
れ
、
若
狭
の
国

に
接
す
る
敦
賀
か
ら
石
川
・
富
山
・

新
潟
の
各
県
を
含
め
た
巨
大
な
国

（
道
州
制
Ｃ
案
に
似
る
）で
あ
り
、

武
生
に
国
府（
州
都
）が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
大
き
い
の

で
六
七
〇
年
頃
に
越
前（
福
井
・
石

川
）・
越
中（
富
山
）・
越
後（
新
潟
）

の
三
国
に
分
割
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

越
前
国
か
ら
能
登
国（
七
一
八
年
）

と
加
賀
国（
八
二
三
年
）が
分
離
独

立
し
た
。
こ
の
越
前
は
千
年
後
の

明
治
維
新
ま
で
続
い
た
。

◎
明
治
以
後

　

明
治
初
期
の
約
十
年
間
、
県

域
は
猫
の
目
の
よ
う
に
変
化
し

た
。
ま
ず
明
治
四
年
七
月
の
廃
藩

置
県
に
よ
り
、
福
井
・
鯖
江
・
小

浜
な
ど
十
の
藩
が
入
り
乱
れ
る
よ

う
に
各
県
と
な
る
。
そ
の
四
か
月

後
、
足
羽
・
丹
生
郡
以
北
を
福

井
県（
一
か
月
後
に
足
羽
県
と
変

名
）に
、
南
条
・
今
立
郡
以
南
は

（
現
在
の
南
越
前
町
を
含
め
て
）

敦
賀
県
に
な
る
。
更
に
、
明
治
六

年
一
月
に
足
羽
・
敦
賀
の
両
県
が

合
併
し
て
新
敦
賀
県（
現
在
の
福

井
県
と
ほ
ぼ
同
じ
形
）と
な
り
県

庁
は
敦
賀
に
。
こ
の
時
代
に
、「
木

ノ
芽
嶺（
峠
）以
北
」と「
以
南
」

の
言
葉
が
使
わ
れ
は
じ
め
、
略
し

て「
嶺
北
」「
嶺
南
」と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
敦
賀
県
も
三
年

半
位
で
、
明
治
九
年
に
は
、
嶺
北

は
石
川
・
富
山
と
合
併
し
、
古
代

の
越
の
国
に
似
た（
道
州
制
Ｃ
案

に
近
い
）大
石
川
県
に
、
嶺
南
は

滋
賀
に
併
合
さ
れ
、
再
び
今
の
福

井
県
の
形
は
姿
を
消
し
た（
現
在

の
南
越
前
町
は
両
県
の
県
境
と
な

る
）。
更
に
、
明
治
十
四
年
二
月

～
和
の
風
～
町
長
随
想	

増
澤 

善
和

に
嶺
北
は
石
川
県
か
ら
分
離
し
、

嶺
南
を
滋
賀
県
か
ら
も
ど
し
て
再

合
併
し
、
名
実
共
に
現
在
の
福
井

県
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
合
併
は
、
自
然
・
風
土
・
歴

史
な
ど
か
ら
嶺
南
住
民
が
猛
反
対

し
、
滋
賀
県
に
も
ど
る
運
動
を
お

こ
し
た
。
現
在
の
嶺
南
の
首
長
や

議
員
も
、
道
州
制
Ｄ
案
の
近
畿
州

に
入
る
こ
と
を
望
む
人
が
多
い
。

　
「
歴
史
は
繰
り
返
す
」と
い
う
諺

も
あ
る
が
、
古
い
時
代
か
ら
の
行

政
区
割
り
の
動
き
を
み
る
と
、
新

し
い
道
州
制
で「
北
陸
州
」に
入
る

か
、「
近
畿
州（
関
西
州
）」に
入
る

か
、
ま
た
絶
対
し
て
は
い
け
な
い

と
思
う
が
嶺
北
と
嶺
南
が
分
県
し

て
別
々
の
州
に
入
る
か
、
福
井
県

は
歴
史
的
・
地
理
的
に
む
ず
か
し
い

立
場
に
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

③
道
州
制
と
地
方
分
権

　

道
州
制
の
目
的
は
地
方
分
権
の

確
立
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
州
の
独

立
制
の
強
い
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を

手
本
の
一
つ
と
し
て
い
る
よ
う

だ
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
五
十

州
の
中
に
は
福
井
県
よ
り
小
規
模

の
州
も
あ
る
。
福
井
県
の
人
口

八
十
三
万
人
よ
り
少
な
い
州
は
ワ

イ
オ
ミ
ン
グ
州（
四
十
九
万
人
）

の
他
五
州
、
県
の
総
生
産
額
三
・

三
兆
円
よ
り
少
な
い
州
は
バ
ー
モ

ン
ド
州（
二
・
四
兆
円
）な
ど
五
州

あ
り
、
立
派
に
分
権
独
立
し
て
い

る
。
小
福
井
県
で
も
地
方
分
権
の

確
立
は
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
地

方
分
権
の
受
け
皿
と
道
州
制
は
別

の
議
論
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
は

開
拓
者
達
が
小
独
立
国
を
造
っ
た

が
、
外
国
と
の
対
立
か
ら
強
国
を

め
ざ
し
て
合
衆
国
を
建
国
。
日
本

の
道
州
制
論
と
は
発
想
が
逆
。

④
住
民
の
活
動
圏
と
道
州
制

　

交
通
の
便
が
良
く
な
っ
て
住
民

の
活
動
圏
が
拡
が
っ
た
の
で
、
県

の
枠
を
拡
げ
る
の
が
道
州
制
だ
と

の
説
明
だ
が
、
こ
れ
は
東
京
・
大

阪
な
ど
の
大
都
会
の
実
感
。
例
え

ば
、
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
千

葉
の
間
で
の
越
境
通
勤
通
学
者
は

二
十
％
だ
が
、
福
井
県
は
一
％
未

満
。隣
県
と
合
併
の
必
要
性
な
し
。

⑤
お
わ
り
に

　

福
井
県
・
南
越
前
町
、
ど
ち
ら

の
立
場
で
も
道
州
制
は
急
ぐ
べ
き

で
な
い
し
、
区
割
り
案
・
内
容
も

修
正
す
べ
き
で
あ
る
。
世
論
調
査

（
全
国
・
県
）で
も
反
対
や
修
正

論
が
多
い
。
西
川
知
事
も
中
央
公

論
七
月
号「
幻ゲ
ン

想
と
し
て
の
道
州

制
」の
中
で「
道
州
制
は
単
な
る

期
待
論
な
の
で
反
対
。」
と
論
破

さ
れ
て
い
る
の
で
、
全
国
知
事
会

で
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。


